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看護教育における救急車見学乗車の学習内容の検討

一演習後レポートの内容分析から一

2000年9丹30日受付

2001年2見13日受理

抄録

石野レイ子*1 二重作清子*2

*1 広島県立保護福祉大学保護福祉学部看護学科

*2 広島県立保罷福祉短期大学看護学科

敦急震察における看護の認識を深めることを目的として，救急車見学乗車と救急救命士によるデモンストレー

ションの漬習を試みたo 38名の学生が提出したレポートから，本演習における学生の学びの内容を分析した。そ

の結果，学習内容として， [装欝資器材の特異笠・科質性][装葡資器材の謹類][利用者への安全・安楽の配慮}

{議送器具・搬送方法の特異性1[救急救命士への認識]【救急医療への認識]【学習への意欲1[涯療施設との連
携1[車内環境の安全管理】{親密感][救急救命士の法的規制][イメージとの隔たりのカテゴリーが拙出され
た。本演晋の成果として，医療施設に搬送されるまでの救急救命活動の実祭と救急看護の認識を深め，学習の動

機づけになったことが伺えた。

キーワード:看護教育，救急看護，救急室壕，救急車見学乗車，救急救命士
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iま乙めに

医学や医療技術の進歩にあわせて救急医療体制の整

備が進められるなか，プレホスピタルケアの必要性が

強調されている。

本学の著護学科では，救急著護の選択科目が開講さ

れ，r身近に行なわれる応急処震や病院における基礎的
な救命誕量を取り上げ演習を行うjとガイダンスして

いる。看護の臨埠実習は匿療施設内の実習であること

から，患者が病院に搬送されるまでの一般市民や救急

隊員や医師・看護婦との協力・連携を学奮する機会が

ない状況である。本科目に関する昨年夏開講時の調査

では， 91%の学生がf授業概要を見て」科目を選択して

いることや演習の必要性が明らかになった1)c 本年度

の授業では，プレホスピタルケアとして地域の第一線

機関である消訪署と救急救命士の協力要請に決諾が得

られ，救急車見学乗車と救急救命士によるデモンスト

レーションの演習を試みることができたoi:寅習後のレ

ポートから筆者らが意図していた以上の学生の学びが

読み取れ，教育鶏果があるように思われたc そこで，

学生が提出したレポートの内容を分析し，演習による

学習成果として救急医療と看護の認識など，学習内容

について検討したので報告する 9

方法

1.対象

本学3年生で看護学詩論Eを選択して，演習当司出

席しレポートを提出した38名で，そのうち男子学生が

3名，年齢は20歳から27歳までの平均年齢20.2歳の学

生である。

2.演習の擬要

1 )演習の位墨付け

15時関 1単{立の授業内容は，救急看護の基礎的な知

識，技梼および態度を習得することを目的として「救

急室療・救急医学の歴史的変遷を概観し，地域におけ

る救急医療の実態を理解して，身近に行なわれる底、急

延置や病院における基本的な救急処琶の演習を行うj

としている。 演習前の3回の授業で救急医疲の概念や

歴史的変遷，救急医療における看護の役割と実際，患

者・家族心理への対定、について学習し 4西日の演習

では，救急車に見学を目的として乗車し〈以後，救急

車晃学乗車と称する)，救急救命に必要な装備資器材や

医療機関との情報通信装置など，救急車内環境の特異

性と救急救命士による応急処置について理解し 5国

巨に本学所在地域の救急医療体制の実繋や救急救命士

の活動の実際を理解することを目的とした。演習後の

2回の授業で医療施設における基本的な救急処震を学

び，i実習の学習内容を発展的に学習できるような授業

内容を許画した。

2)演習の実際

今西は4国自の演習について分析・検討した。本学

体育館横で救急車駐車スペースを設定して，救急車見

学乗車，搬送方法の実際，応、急処量・資器材の応用技

術の展開，の 3グループに分かれて，救急車内の救急

用資器材や医療機関との情報通信装震などの説明と，

搬送や応急処置のデモンストレーションによる演習を

実施した。当日の救急業務班として隷動している救急

車と救急隷員が，本学で待機している状態での演習で

あるから，予灘されたことではあるが演習半ばで救急

車出動要請の無線達絶が入札無線達絡による交信場

面や本学から救急車が出動する実擦を見学することが

できた。出動して搬送を終えた救急車が再度来学して

全員が演習することができたc

3.分析方法

演習後のレポートは，r本日救急車見学乗車や説明を
受けた結果，どんなことが学習できましたか。看護の

視点から学習内容を述べてくださいjという A4用紙

1枚のレポートで翌日までに提出させたo 学生が記述

したレポートを分経資料として精読し，記述全部を文

脹とし，分析単位をセンテンスに定めたc 資器材の名

称を笛条書きしたものは 1センテンスとして，表現，

意味内容の類似性に基づき分類・命名し，カテゴリー

を抽出した。

結果

38名の学生が記述したセンテンスの総数は，173儒で

あったo記述内容を上記の手顕で分析した結果.12個

のカテゴリーが抽出され，なかでも， [装靖資器替の特

異性・利便性】の記述件数が最も多く，次いで{装備

資器替の種類1[和用者への安全・安楽の配意】であっ

表1.カテゴリー名および記述件数 (%) 

カテゴリー名 記述件数

1.装債資器材の特異性・利便性 41 (23.7) 
2.装錆資器材の種類 21 (12.1) 
3.利濁者への安全・安楽の配慮 21 (12.1) 
4.搬送器其・毅送方法の特異性 16 (9.2) 
5.救急救命士への認識 16 (9.2) 
6.救急医嬢への認識 13 (7.5) 
7.学習への意欲 12 (6.9) 
8.医療施設との連携 9 (5.2) 
9.車内環境の安全管理 7 (4) 
10.袈密感 7 (4) 
11.救急救命士の法的規制 5 (2.9) 
12.イメージとの婿たり 5 (2.9) 
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表2. カテゴリーと異体的記述例

カテゴリ 具体的記述部

装嬢資器替の特異性・ I.車内は救命士が便いやすいように便利に工夫されていた
利便性 i・蘇生用，外場用など分けて整理され救急に対応できるような工夫がされている

-患者監視装量があって状態を監視続けることができるようになっていた

-すごい設備だと患った ・狭い空障に必要最小原の器機類が上手く絞められていた

.殺事i圧が低い救急車内でチュープを曲げたり癒くして使用の工夫がされていた

-装億や物品が使いやすいように配置してある ・救急車内部辻手早く機器の居意ができる

.ラリンジアルマスクは気管内挿管ができない代わ号の気道確保ができる

装寵資器材の謹類 I .いろんな器識がある ・種々の医療装置が有ることが分かった

-救急車装備の接器や使い方が分かった

-救急車内の講造，患者監視装置，パルスオキシメータ，心電罰，自動心マッサージ器，血圧計，

除籍器.100ボルトのコンセントなど実緊に観て何が有るかわかった

・バッテリー式の吸引器 ・外蕩セット ・奪生セット ・輸渡セット ・喉頭鏡 ・吸引器

利用者への安全・安楽 I.苦痛を最小限にするような配慮がされていた ・足儲からの搬送，搬送中の落下訪止の重要性
の配慮 i・必ず3名乗車して二人が蘇生などの処置をして 1名は運転する

-家族が向乗できるから意識右る患者は安心できると思った

-負傷者や病人を安全安楽に移動する方法が工夫されていた

-緊急持でもちゃんとインフォームドコンセントを取りながら勧められている

.患者または家族とインフォームドコンセントをしながら緊急処量をしている

.対象者の恐情・不安になら無いような迅速な廷置と対応の仕方をしている

搬送器具・搬送方法の I.場所や蕩病者など目的に応じた特殊なストレッチャーがあった
持異性 I .ストレッチャーは車橋子としても使えるものがある

・4段階ギャッジアップや取り外し簡単で対象者に対応した使い方ができるストレッチャー

.金属ストレッチャーは移動時の痛み軽減や副木の代思ができる

・いろいろな担架を見せてもらったく二つに折れる，靖子の形に折れる，エレベーに乗れる)

.車内の揺れを空気調節によって吸収したりする機龍が有るストレッチャー

-地域的な理由から対応処賓の変更として階段，エレベータ内では原則どうちに行かない

救急救命士への認識 I .荷時でも冷静に無駄の無い活動 ・一刻の余裕も許されない大事な住務で有る

-救急救命土の動作が機敏であることに惑重きした ・救急救命士の方は行動がてきぱきしていた

.救急隊員の方は患っていたは上に冷静に落ち着いて行動されていたことに驚いた

-説関や準備，片付けなどてきぱきと無駄がない動きで着々とされている碍象を受けた

.靖院に着くまでの間に必要な情報を取る事も大切な仕事だと患った

-役割分担がされていること ・司ごろから訓練や実践をされていることが有るだろうなと患いました

.救急に対する気持ちがすごいものがあるなと患った

救急医療への認識 I .救急車の出動が多くニーズの高きが分かった ・気道確保は最低限の短置だと感じた

学習への意欲

医察施設との連携

-見学中に救急車出動の蕪隷が入って出動したのが一番印象に残っている

-救急隊員の機敏な対応が多くの人の命を救っているのだとなと実感することができた

-ショック状態にショックパンツが便用されることが分かった ・ショックパンツにタイマーがある

.救命器其の使用方法の理解が必要でありしっかり勉強しておく必要がある

-高度な技能や知識や判断がすごく重要だと身近で知れて勉強になった

-この救急処置の後看護に繋がっていくと連携性も惑じました

-看護学生として心蹄蘇生法くらいはきちんとできるようにマスターしておきたいと思った

.看護記録も出動記録も記録を残すことの必要が分かった

-看護の視点を持たずに見学した

-蕪線で窺院と連絡したり情報を送ったり車内と病院の距離を少しでも縮めて患者さんの受け渡しをスム

ーズにしている

-心電留を窮民へ送るシステムも分かった ・察院との連絡取り組み方が分かった

.VF波塑が確認されたら主KGを転送して震弱からの判断指示を侮ぎ除纏動を行う
-連携により受け入れ議院の慢報把握ができて敦命率が高まる

-痛院の藍蹄と連絡をとりながら処置を行い間違い舞く処置は円増に進むと思った

車内環境の安全管理 I .惑染予防の点で救急車内は一回搬送するごとに沼毒していることが分かった
-惑染予防のためにもしっかり消毒されていた

-清潔にも気を使われていることが分かった

・搬送後はその都度救急車内を鴻毒する

-車内や物品は費用後や定期的に消毒されており感染や清諜に厳重に注意されていた
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カテゴリー j 具体的記述倒

義密感 ! 看護婦の仕事と教練命士はどちらも24時間患者掛けると言うことは同じだ
-看護婦と救急救命士の共通点は命を救う，患者の不安除去の声掛け，憂しい対応などである

.仕事の中にその入の人槙や憂しさが活かせる職業でも有るんだなと患った

-看護婦でも救急でも異常の早期発見と対処の仕方は一番大切だと思った

-患者さんへの声援け，技備は確実にできるなど看護iこも重なる部分があるのだと分かった

.看護と同じように患者さんのために一番長い方法を却塵に行なわれていることが分かった

救急救命士の法的規制 1・救急救命士のできる医療行為が向かが分かった

-救急救命士は気管内挿管ができないためラリンジアルマスクで気道確保しているなどできない事への対

処方法も考えられていて驚いた

・ショックパンツは救急救命士が装着できるが除去は室崎

・ショックパンツは救急救命士と医簡が行うことがきちんと豆腐されている

ー感染症によっては搬送しなくて良い場合があることをはじめて知った

イメージとの隔たり I .想録していたよりも狭く感乙た ・意外と狭く惑じた

-救急車の中は患っていたより狭くすっきりしていた

-もっと広いのかと思ったけど狭くて動きづらいような気がした

たc 表1にカテゴリーの名称とセンテンスの記述件数，

( )に出現率を示した。表2にカテゴリーと具体的記

述内容を示した。以下，記述件数の多いカテゴリーか

ら顕に述べるO

{装慌資器材の特異性・利便性]のカテゴリーは，救

急車内の応急処置に対定、できる装錆資器材の特畿や，

限られた空調と資器材を上手く定、用して救合処置がで

きるような機詑的・構造的に工夫された利便性に関す

る記述を示している。救急車内や装備資器#について，

「車内は救急救命士が使いやすいように便利に工夫さ

れていたJf蘇生用・外傷患などに分けて整理され救急
に対応できるような工夫がされているJf吸訂圧が低い
救急車内でチューブを曲げたり細くして使用の工夫が

されていたJr狭い空調に必要最小限の器機類が上手く
収められていたjという，狭い車内での救急救命士の

技術や環境の創意・工夫などの細部にわたる観察の記

述や，r患者監視装震があって状態を監視続けることが
できるようになっていたIラリンジアルマスクは気管

内挿管ができない代わりの気道確保ができるJrすごい
設備だと患ったJr学校で観るのとは違っていたjとい
う，コンパクトなモニター装量や，救急救命士の特定

行為のーっとされているラリンジアルマスク〈マスク

より気道確保が確実で，気管内挿管に比べて口唇や歯

牙の損傷や咽頭癌が少会い)による気道確保など，特

殊な救命用資器樗に関心を示している内容が多かった。

[装婿資器材の種類}のカテゴリーは， r種々の室療
装置が有ることが分かったJr救急車内の講造・患者監
視装置・パルスオキシメータ・心電函・自動心マッサ

ージ器・血圧計・除紹動器・ 100ボルトのコンセント

など実際に観て何があるかわかったJr輸液セットJr喉
頭鏡Jrマギール鉛子JfショックパンツJrラワンジア
ルマスクJr酎振動型ストレッチャーjという，救急車
内の装備資器材への関心や，救急用資器材の名称の記

述であった。

[利用者への安全・安楽の配慮]のカテゴリーは，救

急車内における救急救命士と救急隊員の役欝分担につ

いて，r必ず3名乗車して二人が蘇生などの処量をして
l名は運転するJf家族が同乗できるから意識がある患
者は安心できると思ったJr足骨jから搬送し搬送中の落
下防止の重要性Jr傷菊者の恐怖・不安に成らないよう
な迅速な処震と対応の仕方をしているjという，救急

救命状況にある傷病者の安全や不安軽減に関する内容

が記述されていた。また，r患者または家族とインフォ
ームドコンセントしながら救急廷置をしているJf救急
車内でインフォームドコンセントを行って入ることを

知ったJfインフォームドコンセントをしてから気道確
保や輪液・徐縄動器を使用されていたjという，救急

救命士による傷病者やその家族に対するインフォーム

ドコンセントの必要性の理解を示した記述であった。

{搬送器具・搬送方法の特異性]のカテゴリーは，救

急車内に装脅されている搬送器具の馬途や使用方法や，

デモンストレーションの学習内容に関する記述を示し

ているor4段ジャッジアップや取り外し簡単で対象者
に対応した隻い方ができるストレッチャーJr車内の揺
れを空気調節によって吸収したりする機能がある酎振

動のストレッチャ-Jfストレッチャーは車梼子として
も使えるものがあるJr金属ストレッチャーは移動時の
痛み軽減や副木として代用できるJfストレッチャーを
塵位型にして搬送するjという，これまでの授業や臨

地実習では見たことがないような，いつどんな場所で

も救急搬送ができる持性や，救急車内の構造に適合し

たストレッチャーの特殊性について記述しているもの

が多く見られた。

[救急救命士への誌、議}のカテゴリーは， fいつでも

冷静に無駄のない活動をされていると患ったJf救急救
命士の動作が機敏であることに感動したjという，救

急救命士の無駄のない機敏な行動に関する観察内容と，

f迅速旦つ適切な対応と地のスタッフとの連携できる
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力が必要だと惑じたjという，救急場面におけるチー

ムワークの必要性について記述していたc また，活動

姿勢や態度について，f救急に対する気持ちがすごいも

のがあるなと思ったJf日ごろから誤練や実践をされて
いることがあるだろうなと思いましたJf一刻の余碕も

許きれない大事な任務であるjという救急救命士の役

割認識についての記述が見られた。

i救急医療への認識】のカテゴリーは，演習中に本学
からの救急車出動の実際を見学して，f見学中に救急車

出動の無線が入って出動したのが一番印象に残ってい

るJf救急車の出動が多くニーズの高さが分かった」と
いう認識や，r救急隊員の機敏な対応が多くの人の命を
救っているのだなと実感することができたJfショック
状惑にショックパンツが使用される事が分かったjと

いう，救命処量や救急救命器具への関，むを示し， 1人命

救助の最低摂必要なものが持かを認識したjという，

救急医療に対する認識を示した記述が見られたc

{医療施設との連携}のカテゴリーは， f心電図を療
援へ送るシステムも分かったJf禁線で病院と連結した
り靖報を送ったり，車内と病設の距離を少しでも縮め

て患者さんの受け渡しをスムーズにしているJrvf波
形がでたらEKGを転送して医師の指示を伺いだり除
細動を行っているJr受け入れる菊院健も靖報を把握し
やすいので救命率が高まる」という，救急救命士と病

院との連携プレーに着目して，救急救命活動における

円渚な医療システムと治療効果に言及している記述が

見られた。

[車内環境の安全管理]のカテゴワーは，救急車内の

手説い装置や，感染予防のための済毒に関する内容が

示されていた01感染予訪の点で救急車内は一回搬送す
るごとに消毒していることが分かったJr車内や物品誌
使用後や定期的に消毒されており惑染や清潔に厳重に

注意されていたjという，疾病や事故・災害など様々

なあらゆる蕩講者の救急救命に対する応急処置や，緊

急時の搬送を業務とする上で不可欠な救急車内の安全

管理に関する記述であった。

[学習への意欲]のカテゴリーは， f救急器具の費用

方法の理解が必要であ与しっかり勉強しておく必、要が

あるJf看護学生として心膝蘇生法ぐらいはきちんとで
きるようにマスターしておきたいと患ったJという，
今後の学習への意欲を示した記述や，1この救急処量の

後看護に繋がっていくと達携性も感じましたJr看護記
録も出動記録も記録を残すことの必要性が分かったj

という，施設外看護から施設内看護への関連や，記録

の必要性についての記述が晃られた。反面， f看護の視
点を持たずに見学したjの記述にみられるような学習

態震の記述が晃られたG

{親密惑]のカテゴリーは， r看護婦の仕事と救急救
命士とはどちらも24時間患者を助けるということは向
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じだ」という職業の特性や， f看護婦でも救急でも異常
の早期発克と対延の仕方は一番大切だと患ったI看護
と同じように患者さんのために一番良い方法を即座に

行なわれていることが分かつた」という，救急救命士

の菜務内容に関心を示し，共通点を見出していること

が示された内容であったむそして「仕事の中にその人

の人柄ややさしさが活かせる識業でもあるんだなと患

った」と，職業に対する親しみを感じた記述が見られ

たc

{救急救命士の法的規制}のカテゴリーは， rショッ
クパンツは救急救命士が装着できるが徐去するのは医

師Jr救急救命士辻気管内挿管ができないためラリンジ
アルマスクで気道確保しているなど，できないことへ

の対処法も考えられていて驚いたJr救急救命士のでき
る医療行為が侍かが分かったJI感染症によっては搬送
しなくても良い場合があることを初めて知ったjとい

う，救急救命士の医療行為における法的規制に関心を

示した内容が記述されていた。

[イメージとの隔たり]のカテゴリーは， r想、復して
いたよりも挟く感じたJIもっと広いのかと患ったけど
狭くて動きづらいような気がした」という，見学乗車

請の救急車のイメージと実際が感覚的に隔たっていた

ことを記述していたc

考察

1.学曹の深さ

今回の演習では救急車内に装備された救急用資器材

や情報通告装量などの特異性と，救急救命士による応

急処震の実際について理解できる授業内容を計画し実

施したD

学習内容として抽出された【装犠資器材の特異性・

利便性][搬送器具・搬送方法の特異性]のカテゴワー

に示されたように，蘇生用，外傷用などに分けて整理

された救急器材などが使いやすく，しかも緊急に備え

て手阜く接器の用意ができるような車内の限られた狭

い空間を調整した資器材の装舗や応急処置の工夫や，

医療機関との情報通信装置など，救急用装構資器梓の

詩異性や利便性などに着目している。また，救急車内

の露震動型ストレッチャーや，傷病者に応じて段階的

に切り替え可能なストレッチャー兼担架を用いた搬送

方法や，救急車内の惑染予防対策と救命救急場面にお

けるインフォームドコンセントの必要性など，救急医

寮における看護の学習を深めているc そして，足儲か

らの搬送や搬送中の落下防止など，場病者や病人の安

全安楽な移動方法について既習の学習内容と対応させ

て学んでいるD

また，救急車内の情報通信装置を駆使して，傷痕者

の痛態を12[療機関へ転送し，医締の指示に従って応急
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処置ができることが救命率を高め，受け入れ病読と情

報交換をすることなど，傷病者の搬入とスムーズな受

け入れの関連について気づいているむそして，救命率

と救急隊員の機数で冷静な行動と，それを可能にして

いる救急救命士の専門職としての普段の誤練や努力の

重要性に着目しているO これは，看護の専門職の慈度

に共通するものとして，今後学生の学翌意欲や態度面

における教育的な関わりに活用できるものと考えるo

さらに，学曹を深めた要素は，演習中の消防署内通

信詣令台の通信班から救急隊へ2度の舞線連結が入り，

2面白は救急隊員が機敏な行動で瞬時iこ出動する場面

を見学する貴重な体験学習ができたことであるO これ

は，学生が地域の救急医療ニーズの高さを実感し，加

えて，搬送後の演習が継続できたことから，看護を学

習する学生として，演習に対して緊張して取り組む態

度を学習する機会になったことを示唆している。

実習教育において，教師が学生に経験の場を提供す

ることについて，学生が関心を開き，活動をし，思考

を巡らす場としての学習環境を準備する役部をもっと

いわれている 2)ように，救急車見学乗車を中心とした

演習に関心を開いて思考をめぐらし学習を深めている

と考える。

組方，喉頭鏡，蘇生セット，輪液セットなどの器材

の種類や，救急車内を狭く感じたという感想的なイメ

ージの浅い学習内容と考えられる記述が見られた。

経験型実習教育を提唱している安酸は，rさまざまな
経験をどのように意味づけしていくかが，その学生の

或長に非常に大きくかかわっているように思うjとし

て.r学生が教材に意味づけしていく教育内容を獲得し
ていく思考過程を援助していくためには教師にはさら

に高度な実践的力量が求められる」ことや， r直接的経
験ができる学習環境の調整や反省的軽験をともにでき

る教師の教授活動が必要になるjと提言している幻。

演習の学費内容を深めるために，記述された内容を

教材として次の授業で確認したり，フィードバックし

て，学習課題の発展に繋がる思考退程の援助をしてい

くことが必要であるc 今回は 2回目の演習で，本学所

在地域の救急医療体制や救急救命士の活動の実際や，

救急隊員と救急救命士の資格を有する救急隊員では応

急処置行為の違いがあることや，治防本部の通信指令

台や出動指令の実際場面について，現場の実態をVT

まで学習する授業の中で質問や発問で学習を深めるこ

とで 1国自の学習の樟完をすることができたc 今後

は，グループ討議などの授業形態や，教授活動の開発

や工夫を重ねていくと同時に，深い学習レベルの教育

効果が得られるように，教師の実践的力量を高める努

力が必要であると考える。

2.学習の動機づけ

学習意欲は独自に存在するのではなく，学習活動に

亘接影響されるのであって，学習意欲がないというこ

とは，適切な学習活動が行われていないといわれてい

る4)。そして，学習意欲を心理学的に解明された内発的

動機づけは，知的好寄心や向上心であり，報酬によっ

て強化されることで行動様式を獲得することと対比さ

れている幻。

学習への意欲のカテゴリーでは，看護学生として「救

急蘇生法ぐらい辻マスターしておきたいJrしっかり勉
強しておく必要がある」という記述が見られた。これ

は学生が大学が所在する地域清防署の救急擦の協力に

よる演習という学習活動に影響され，プレホスどタル

ケアにおける救急救命には心配蘇生法の技術が不可欠

であることや，救急器具の使用方法を理解することの

必要性を認識し，学習意欲が高められたことによるも

のと推測する。そして，演習内容を反省的に思考した

結果，救急隊による応急延置の後は看護に繋がってい

くという，救急隊によるプレホスピタルケアと看護の

連携について学習する機会になったことを示唆してい

るo つまり，演習の学習活動によって救急看護の基礎

的知識や技術に関する知的好奇心や向上心が，学習へ

の動機づけになったと考える。

加えて， [親密感】のカテゴリーに記述されたよう

な，救急車の出動記録と看護記録の必要性や， 24時開

体鰐の職業として異常の早期発見や緊急性が重要性で

ある制面など，救急救命士の業務内容と看護業務の共

通点があって，救急救命士の専門職業入としての人柄

や優しさなどに対する親密感が強みとなって，学生の

学習意欲を高め学習に動機づけているo

阜野らは，救急車関乗実習の試みの研究成果から「ケ

アが引き経がれることの必要性」や， r健職種との協同
が重要であるJとの意味づけが成されたことを報告し
ている 6)ように，実際に稼動している救急車に同乗で

きる実曹が可能であれば，学習の動機づけやプレホス

ゼタルケアの学習としてより効果的であるo

また，坂本'i，r教師の非言語的譲近埜の高きが授業
テーマ，学生の元来の学習意欲とともに授業に対する

動機づけに関与することが明らかになったJと報告し
ている7)。

選択科吾のような専門性を漆める学習は，教師が学

習場面の中心になるような授業で誌なくて，救急車克

学乗車の演習に見られるように，学生が主体的な学習

が経験できる場として，授業形態と学習の動議づけに

ついて今後検討を重ねる必要があると考える。
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初めての試みとして，救急車見学乗車と救急救命士

によるデモンストレーションの演習をしたことの学奮

効果を検討するために，学生の演習後レポートを分析

した結果， [装錆資器材の特異性・利便性][装錆資器

材の種類][利用者への安全・安楽の配意][搬送器具・

毅送方法の特異性][救急救命士への認識][救急医療

への認識][学習への意欲][医療撞設との連携](車内

環境の安全管理1[親密惑1[救急救命士の法的規制]
{イメージとの隔たり}の12留のカテゴリーが抽出さ

れた。本演習の成果としてプレホスピタルケアにおけ

る救急救命活動の実際と救急看護の認識を深め，学習

の動機づけになったことが詞えた。
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A discussion of student leaming in an ambulance ride 
-Based on the content analysis of nursing students' reports -
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Abstract 
As a part of their studies， we gave our students an opportunity to deepen their understanding about the significance 

for nursing of First Aid Medication.τbe students rode in an ambulance and observed a demonstration by paramedics. 

38 students submitted reports after the above study. 

We analyzed their awareness of the significance and the actual process of the First Aid Medication carried out in the 

ambulance. We classi五edtheir understandings in the following categories; "Characteristics and Convenience of Built-in 

Devices'¥"Kinds of Built-in Devices"， "Safety & Comfort Conditions For Patients and Other Riders"， "Characteristics of 

τransporting Facility & Me出odヘ "Understanding About Paramedics"， "lncreased awareness of First Aid 

Medication"， ， 

AmbtぱIlanceCiri詑CUI訟n隠凶s坑tance釘s"， "Fe記elingof Closeness Between Paramed必icsand Nurses"ぺ"Par詑amedi比cRegu叫la滋tiぬon邸E沼s"¥， 

and "Di百e訂rencesBetween百】児ei註rPrevious ldeas and the Actual Process of ln-Ambulance First Aid". 

Judging from their reports， the students were able to observe and the actual situation and process of First Aid Medical 

Activity which was performed until the patient arrived at hospital. Furthermore， this opportunity motivated them to study 

more about First Aid Medication and Nursing. 

Key words : nursing education， emergency nursing， first aid medication， ride in ambulance，手aramedic
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